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平成２４年第２回南幌町議会臨時会会議録     ５月１１日 

 

議  長   おはようございます。             （午前９時３０分） 

 本日をもって招集されました平成２４年第２回南幌町議会臨時会を

開会いたします。 

 本日の出席議員数は１１名でございます。直ちに本日の会議を開きま

す。 

本臨時会の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりでござい

ます。 

●日程１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 指名につきましては、会議規則第１１８条の規定により議長において

指名をいたします。 

 ５番 石川 康弘議員、６番 佐藤 妙子議員。以上ご両名を指名い

たします。 

●日程２ 会期の決定を行います。 

 お諮りいたします。本臨時会の会期は５月１１日、本日１日限りとい

たしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

 （なしの声） 

 ご異議なしと認めます。よって本臨時会は５月１１日、本日１日限り

と決定いたしました。 

●日程３ 諸般報告をいたします。 

・１番目 会務報告はお手元に配布したとおりでございます。 

 これをもちまして報告済といたします。 

・２番目 例月出納検査結果報告は、監査委員より平成２４年２月分

及び３月分の例月出納検査結果の報告がありました。その内容について

は、お手元に配布したとおりでございます。 

 これをもちまして報告済といたします。 

 ・３番目 町長一般行政報告をいたします。町長。 

町  長   本議会臨時会にあたり１件の行政報告を行います。道央地域ごみ処理

広域化推進協議会の枠組みの変更について申し上げます。本協議会につ

いては、昨年１２月に千歳市長に対し参画を求める要請書を提出し、そ

の後、千歳市では広域化によるメリットなどを検討し、本年３月５日、

参画する前提として８項目の条件提示が本協議会に示されたことから、

同月２７日に協議会を開催、提示された８項目の条件を承諾することに

決定し千歳市に報告、千歳市長は直ちに参加を表明し、３月３０日に参

加表明書が協議会会長に届きました。千歳市が参画することとなったこ

とから今後は２市４町で可燃ごみ焼却施設建設に向けて協議を進めて

参ります。 

議  長   以上で、町長の一般行政報告につきましては報告済といたします。 

●日程４ 議案第３２号 専決処分の承認を求めることについて（平

成２３年度南幌町一般会計補正予算（第８号））を議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 
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町  長   只今上程を頂きました議案第３２号 専決処分の承認を求めること

につきましては、平成２３年度南幌町一般会計補正予算（第８号）であ

り、歳入では地方譲与税、地方消費税交付金、地方交付税、国庫支出金、

道支出金の最終確定に伴う追加、並びに歳出では北海道市町村備荒資金

組合納付金、財政調整基金積立金の追加、農業経営基盤強化資金利子補

給補助金、除排雪事業費の減額が主な理由であります。その結果、既定

の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億５，７４６万５，０００

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４９億１６０万９，

０００円とするものであります。詳細につきましては、副町長が説明い

たしますので、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

議  長   内容の説明を求めます。副町長。 

副 町 長   それでは、議案第３２号 専決処分書の平成２３年度南幌町一般会計

補正予算（第８号）の説明を行います。なお、今回の補正につきまして

は、主に各種交付金並びに特別交付税などの確定により精査したもので

あり、その結果、約１億７，０００万円程度の留保資金が確保されたこ

とから、備荒資金組合の積立納付と合わせまして、財政調整基金への積

み立てを行い、整理をするものでございます。 

それでは、歳出から説明を申し上げます。２３ページをご覧いただき

たいと思います。２款総務費１項３目財産管理費、補正額１億６，８２

６万８，０００円の追加でございます。１９節負担金補助及び交付金、

北海道市町村備荒資金組合納付金１億５，０００万円の追加でございま

す。超過納付金として積み立てるもので、平成２３年度末残高は１億５，

１３４万５，０００円となります。２５節積立金、財政調整基金利子積

立金、減債基金利子積立金、基金繰替運用利子積立金につきましては、

それぞれ確定により減額をするものでございます。財政調整基金積立金

２，０７９万７，０００円の追加でございます。これにより、平成２３

年度末残高は、７億８，４２５万９，０００円となります。 

４目企画振興費、続きまして９目職員給与費につきましては補正額ゼ

ロでございます。それぞれ財源内訳を変更するものでございます。 

次ページに参ります。３款民生費１項３目老人福祉費、補正額ゼロで

ございます。同じく財源内訳を変更するものでございます。 

次ページに参ります。５款農林水産業費１項２目農業振興費、補正額

２２１万１，０００円の減額でございます。１９節負担金補助及び交付

金、農業経営基盤強化資金利子補給補助金２２１万１，３５７円の減額

でございます。借入金の確定により減額をするものでございます。 

次ページに参ります。７款土木費２項２目道路維持費、補正額６１５

万８，０００円の減額でございます。１４節使用料及び賃借料、借上料

といたしまして、排雪ダンプほか、それぞれ確定により減額をするもの

でございます。 

次ページに参ります。１０款公債費１項２目利子、補正額２４３万４，

０００円の減額でございます。２３節償還金利子及び割引料、一時借入

金利子並びに基金繰替運用利子、それぞれの確定により減額をするもの
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でございます。 

次に、歳入の説明を行います。９ページをお開き願いたいと思います。

２款地方譲与税１項１目地方揮発油譲与税、補正額１４７万７，０００

円の追加でございます。１節地方揮発油譲与税１４７万７，１２５円の

追加、確定によるものでございます。 

２項１目自動車重量譲与税、補正額３９０万９，０００円の追加でご

ざいます。１節自動車重量譲与税で３９０万９，０００円の追加でござ

います。同じく確定によるものでございます。 

次ページに参ります。３款利子割交付金１項１目利子割交付金、補正

額６万３，０００円の減額でございます。１節利子割交付金で６万３，

０００円の減額、同じく確定によるものでございます。 

次ページに参ります。４款配当割交付金１項１目配当割交付金、補正

額８１万１，０００円の追加でございます。１節配当割交付金で８１万

１，０００円の追加、同じく確定によるものでございます。 

次ページに参ります。５款株式等譲渡所得割交付金１項１目株式等譲

渡所得割交付金、補正額２０万６，０００円の追加でございます。１節

で株式等譲渡所得割交付金２０万６，０００円の追加でございます。同

じく確定によるものでございます。 

次ページ、６款地方消費税交付金１項１目地方消費税交付金、補正額

６２０万６，０００円の追加でございます。１節地方消費税交付金６２

０万６，０００円の追加、同じく確定によるものでございます。 

次ページに参ります。７款ゴルフ場利用税交付金１項１目ゴルフ場利

用税交付金、補正額１３万４，０００円の追加でございます。１節ゴル

フ場利用税交付金１３万４，６６１円の追加でございます。同じく確定

によるものでございます。 

次ページ、８款自動車取得税交付金１項１目自動車取得税交付金、補

正額１１６万５，０００円の減額でございます。１節自動車取得税交付

金で１１６万５，０００円の減額、同じく確定によるものでございます。 

次ページに参ります。１０款地方交付税１項１目地方交付税、補正額

１億４，０４９万４，０００円の追加でございます。１節地方交付税、

普通交付税で３万９，０００円の減額でございます。これにつきまして

は再算定によりまして減額となったもので、この結果、平成２３年度の

普通交付税の確定額につきましては、２３億４，５７０万７，０００円

となったところでございます。前年度より７，１１８万１，０００円の

減となったところでございます。特別交付税で１億４，０５３万３，０

００円の追加でございます。これにつきましても確定によるもので、こ

の結果、平成２３年度特別交付税の確定額は３億５，０５３万３，００

０円となり、前年度より１，１１８万２，０００円の増となったところ

でございます。 

次ページに参ります。１４款国庫支出金２項１目民生費国庫補助金、

補正額５６８万８，０００円の減額でございます。３節老人福祉費国庫

補助金、地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金５６８万８，０００
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円の減額でございます。これにつきましては、制度の変更によりまして

国庫補助金から道補助金に組み替えるもので、後ほど道補助金の方で同

額追加をしております。 

３目土木費国庫補助金、補正額８５０万円の追加でございます。１節

道路橋梁費国庫補助金、雪寒地域道路事業費補助金８５０万円の追加で

ございます。これにつきましては、平成２３年度の大雪の対応分といた

しまして臨時的に交付されたものでございます。 

３項２目民生費委託金、補正額が６１万４，０００円の追加でござい

ます。１節社会福祉費委託金、国民年金事務費交付金６１万３，９３０

円の追加でございます。確定によるものでございます。 

次ページに参ります。１５款道支出金２項２目民生費道補助金、補正

額５６８万８，０００円の追加でございます。２節老人福祉費道補助金、

介護基盤緊急整備等特別対策事業費交付金５６８万８，０００円の追加

でございます。先ほど説明いたしました国庫補助金から組み替えるもの

でございます。 

４目農林水産業費道補助金、補正額が１１０万６，０００円の減額で

ございます。１節農業費道補助金で、農業経営基盤強化資金利子補給費

補助金１１０万５，６７４円の減額でございます。確定によるものでご

ざいます。 

１６款財産収入１項２目利子及び配当金、補正額で１０２万９，００

０円の減額でございます。１節利子及び配当金で、財政調整基金積立金

利子並びに減債基金積立金利子、それぞれ確定により減額をするもので

ございます。 

３目基金繰替運用収入、補正額が１５０万円の減額でございます。１

節基金繰替運用収入１５０万円の減額で、同じく確定によるものでござ

います。 

次ページに参ります。１７款寄附金１項１目一般寄附金、補正額が６

万円の追加でございます。１節一般寄附金で６万円の追加、３月末に退

職された職員より寄附されたものでございます。 

次ページに参ります。１８款繰入金１項３目教育振興基金繰入金、補

正額９８万３，０００円の減額でございます。１節教育振興基金繰入金

で９８万２，６３９円の減額でございます。これにつきましては、当初、

多良木町との児童交流事業に充当すべく繰入れを予定しておりました

が、事業費の確定並びに後ほど説明いたしますが、一部助成事業の対象

となったことから減額をするものでございます。 

次ページに参ります。２０款諸収入５項４目雑入、補正額９０万円の

追加でございます。１節雑入で、いきいきふるさと推進事業助成金９０

万円の追加でございます。先ほど説明いたしました児童交流事業が助成

対象となったことから、追加をするものでございます。 

以上、歳入歳出それぞれ１億５，７４６万５，０００円を追加し、補

正後の総額を４９億１６０万９，０００円とするものでございます。 

次に６ページをお開き願いたいと思います。第２表債務負担行為補正、
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変更でございます。事項につきましては農業経営基盤強化資金利子補給、

平成２３年度分でございます。変更前の期間、平成２４年度から平成２

７年度、限度額２１９万８，０００円を、変更後の期間、平成２４年度

から平成２８年度まで、限度額を１６０万２，０００円とするものでご

ざいます。平成２３年度の借入金の確定により変更するものでございま

す。以上で、議案第３２号の説明を終わります。 

議  長   説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

５番 石川 康弘議員。 

石川議員   今回の補正予算に関しましては、ほとんど確定というふうなことでし

たけれども、２６ページの土木費の関係で１つお伺いいたしたいと思い

ます。道路維持費として、今回、６００万円の減額で、１億３，０００

万円の総体予算であるというふうなことでしたけれども、２月の段階で、

臨時会で２，１００万円ほどの追加補正をして、除雪費に充てるという

ふうなことで行われたわけですけど、結果的に６００万円が減額になっ

たということでした。その時に配られた資料がちょっとここにあるんで

すけども、今年の累積の降雪量ですか、それとか、除雪出動回数など、

確定だと思うんですけども、それについて押さえておられればお教えて

いただきたいと思います。 

議  長   都市整備課長。 

都市整備課長   ２月、３月の降雪量がかなり予定より少なくなりまして、過去１０年

間の平均で５メートル７センチほどなのでございますけども、２３年度

におきましては６４７センチほどで、平均より１４０センチほど多くな

っております。積雪量におきましても１０年間で平均で９３センチほど

が、今年度は１１０センチほどで１７センチほど多くなったことにより

まして、当初の追加予算でございましたが、そのような原因によりまし

て減額ということで考えております。出動回数におきましては、今ここ

に資料がございませんので後ほどご報告したいと思います。以上です。 

議  長   ５番 石川 康弘議員。 

石川議員   実は、こっちに２月の臨時会の時に頂いた除雪業務の過去、平成１８ 

(再質問)  年からの一覧表を配られて、その時に説明されているのがありました。

その時、２３年度はまだ確定ではないので記入されていなかったという

ことなものですから、ちょっとお伺いしたいと思ったんですけども、今

資料がないということですので後ほど、できたらこの書類に数値を入れ

たやつを頂ければもっとわかりやすいかなというふうに思いますので、

よろしくお願いしたいと思います。それと、累積降雪量としてだけ、ち

ょっと今説明されましたけれども、６４７センチということでよろしい

んでしょうか。ちなみに前の年２２年度は７０３センチという数字を示

されているんですけども、前年に比べて５０センチぐらいしか少なかっ

たというふうな形ですけども、何かイメージとしては２２年、相当多い

ような感じがしたんですけども、その辺りはどうなのでしょうか。 

議  長   都市整備課長。 

都市整備課長   平成２２年度の総降雪量につきましては７０３センチでございまし 
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(再答弁)  て、２３年度は６４７センチ、昨年より５６センチのマイナスでござい

ます。先ほどもご説明したように１０年間の平均といたしましては、５

０７センチでございます。以上です。 

議  長   ほかにありませんか。 

（なしの声） 

ご質疑ありませんので、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ちに

採決したいと思いますがご異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

議案第３２号 専決処分の承認を求めることについて（平成２３年度

南幌町一般会計補正予算（第８号））は、原案のとおり承認することに

ご異議ありませんか。 

（なしの声） 

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり承認することに決

定いたしました。 

●日程５ 議案第３３号 専決処分の承認を求めることについて（町

税条例の一部を改正する条例）を議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長   只今上程を頂きました議案第３３号 専決処分の承認を求めること

につきましては、地方税法の改正に伴い、町税条例の一部を改正する必

要があるため本案を提案するものであります。詳細につきましては、税

務課長が説明いたしますので、ご承認賜りますようよろしくお願い申し

上げます。 

議  長   内容の説明を求めます。税務課長。 

税務課長   それでは、議案第３３号 専決処分の承認を求めることについて（町

税条例の一部を改正する条例制定）についてご説明いたします。地方税

法の一部を改正する法律が３月３１日に公布され、４月１日施行に伴い、

本町の町税条例の一部を改正する条例を４月１日専決処分として公布

したところであります。本日の議会臨時会で、これを報告し承認を求め

るものでございます。 

まず、今回の地方税法の一部改正で町税に関する主な改正点を申し上

げます。１点目が、公的年金所得者の寡婦控除にかかわる申告手続きの

簡素化の規定。２点目が、償却資産の課税の特例措置に伴う特例率の規

定。３点目が、固定資産税の評価替えに伴う土地の負担調整措置等の見

直しについて。４点目が、図書館、博物館、幼稚園等を設置する一般社

団法人、財団法人にかかわる固定資産税の非課税措置について。５点目

が、東日本大震災にかかわる特例措置の延長でございます。これら地方

税法の一部改正に基づき、町税条例の関係する部分を今回改正するもの

でございます。 

それでは、別途配付いたしました議案第３３号資料、町税条例の一部

を改正する条例の新旧対照表にてご説明いたします。左側が改正後の新



 ７

条例、右側が改正前の旧条例であります。下線を付した箇所が改正部分

でございます。それでは、まず条例本則の改正についてご説明いたしま

す。 

まず、１ページでございます。第３６条の２、町民税の申告でござい

ますが、こちらでは年金所得のみの方で寡婦控除を受けようとする場合

は、従来、個人住民税の申告をする必要がありましたが、改正により年

金保険者に提出する扶養親族等申告書に寡婦の記載をすることにより

まして個人住民税の申告の必要がなくなり、手続きの簡素化を図るため

改正後削除するものでございます。 

続きまして、２ページでございます。第５４条、固定資産税の納税義

務者等の規定についてですが、こちらは第７項の該当条項が、地方税法

施行規則の一部改正に伴いまして項の繰り上げがありましたので条文

整理を行うものでございます。 

続きまして、制定附則についてご説明を申し上げます。附則第１０条

の２でございます。法附則第１５条第２項第６号の条例で定める割合で

ございますが、こちらは償却資産の課税の特例措置でございまして、今

まででは地方税法で規定されておりましたが、この度の改正では、地方

分権の関係により特例率を市町村の条例で定めることが必要となりま

した。特例率は標準税率であります現行と同率の４分の３と規定するも

のでございます。 

続きまして、１０条の３、新築住宅等に対する固定資産税の減額の規

定の適用を受けようとする者がすべき申告ですが、先ほどの附則第１０

条の２の追加に伴いまして、附則第１０条の３と繰り下げるものでござ

います。 

次、３ページになります。第１１条、土地に対して課する平成２４年

度から平成２６年度までの各年度分の固定資産税の特例に関する用語

の意義でございますが、土地家屋につきましては３年ごとに評価額を見

直す制度がとられております。平成２４年度が基準年度となることから、

年度表示を改めるものであります。併せまして地方税法の一部改正に伴

いまして、項の繰り上げにより条文整理を行うものでございます。 

続きまして、第１１条の２、平成２５年度又は平成２６年度における

土地の価格の特例でございます。平成２４年度の評価額が据え置き年度

において地価が著しく下落した場合に、地価の下落修正ができる特例措

置の規定でございまして、平成２５年度及び平成２６年度も継続する規

定でございます。年度表示の改正を行うものでございます。 

続きまして、４ページをお開きください。第１２条、宅地等に対して

課する平成２４年度から平成２６年度までの各年度分の固定資産税の

特例についてでございます。第１項は負担調整措置の特例の規定であり

まして、負担水準が１００％に達していない住宅用地につきましては、

本来の評価額の５％を前年課税標準額に加算する規定でございます。こ

ちらも評価替えに伴いまして平成２４年度から２６年度までの特例措

置の継続を行うため年度表示の改正を行うものでございます。 
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続きまして、第２項でございます。こちらも土地の負担調整措置にか

かわる規定でございます。この度の改正では、商業地等につきましては

平成２１年から２３年度までの仕組みを継続するものでありまして、変

更はございません。住宅用地につきましては、特例措置の見直しといた

しまして、今年度より据え置き特例を経過的な措置を講じた上で、平成

２６年度に廃止することになりましたので、条文から削除するものでご

ざいます。住宅用地の経過的措置につきましては改正附則にてご説明い

たします。 

５ページになりますけども、第３項でございます。第３項につきまし

ては、負担水準が２０％未満の土地は、負担水準を２０％とする規定で

ございます。こちらも、３年に一度の評価替えに伴いまして特例措置の

継続を行うため年度表示の改正を行うものでございます。南幌町につき

ましては２０％以下の土地はございません。 

第４項でございます。こちらは、負担水準が８０％以上の住宅用地は

課税標準を前年度の課税標準に据え置く特例の規定でございます。先ほ

どご説明しましたが、据え置き特例が段階的に廃止されますので削除す

るものでございます。 

続きまして、改正前の第５項と、６ページの第６項になります。こち

らは商業地等の負担水準の規定でございます。商業地等につきましては、

内容に改正がありません。先ほどの附則第１２条第４項の削除に伴う項

の繰り上げと、特例措置の継続を行うための年度表示の改正を行うもの

でございます。 

続きまして、第１３条です。農地に対して課する平成２４年度から平

成２６年度までの各年度分の固定資産税の特例でございます。農地に対

しての負担水準の規定でございます。農地の負担調整措置につきまして

は、平成２１年度から２３年度までの仕組みをそのまま継続するもので

ございますので、内容についての改正はありませんが、特例措置の継続

を行うため年度表示の改正を行うものでございます。 

続きまして、第１５条、特別土地保有税の課税の特例でございます。

中身的には宅地等に対する負担調整措置と同様の内容でございますが、

現在本町には該当土地はございません。しかしながら、附則第１４条の

４項の削除に伴う項の繰り上げと、特例措置の継続を行うため、年度表

示の改正を行うものでございます。 

続きまして、７ページになります。第２１条の２、旧民法第３４条の

法人から移行した法人等に係る固定資産税の特例の適用を受けようと

する者がすべき申告でございます。旧民法第３４条の法人から移行した

特定移行一般社団法人が設置します図書館、博物館、幼稚園については

非課税措置を講ずる規定でございまして、その申告に必要な書類を明記

したものでございます。南幌町には今のところ該当はございません。 

続きまして、８ページになります。８ページの下段でございますが、

第２２条の２、東日本大震災に係る被災居住用財産の敷地に係る譲渡期

限の延長の特例でございます。東日本大震災によりまして居住用の家屋
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が滅失した場合、当該居住用家屋の敷地を譲渡する場合の譲渡期限を、

現行の３年から７年に延長する特例措置を新たに規定するものでござ

います。 

続きまして、１０ページをお開き願います。第２３条、東日本大震災

に係る住宅借入金等特別税額控除の適用期間等の特例でございます。住

宅借入金等特別税額控除、いわゆる住宅ローン控除でございますが、こ

の適用を受けていた住宅が東日本大震災により居住することができな

くなった場合に、控除対象期間の残りの期間につきましても住宅ローン

控除を引き続き適用することができる規定でございます。こちらは、見

出し中の適用期限を適用期間等に改め、それと第１項中の法律名を震災

特例法に読み替える改正と、地方税法の一部改正に伴い条文整理を行う

ものでございます。 

最後に改正附則についてご説明いたします。１１ページになります。

附則第１条は、施行期日を規定するものでございます。附則第２条は、

町民税に関する経過措置を規定するものであります。附則第３条は、固

定資産税に関する経過措置を規定するものでございます。１２ページを

お開きください。第３項は、先ほどご説明しました住宅用地の負担調整

の廃止に伴う経過的な措置を規定するものでございます。まず、平成２

１年度から２２年度までにつきましては、負担水準割合が８０％から１

００％未満の住宅用地につきましては、前年度の課税標準額据え置きで

課税しておりました。この改正では、平成２４年度と２５年度について、

負担水準割合が９０％から１００％未満の住宅用地につきまして、前年

課税標準額据え置きで課税するという経過措置の規定でございます。続

きまして、第４項ですが、第４項はこの度の改正に伴いまして、１３ペ

ージの左の欄の附則第１４条と附則第１５条第１項にも適用される説

明でございます。以上で議案第３３号 町税条例の一部を改正する条例

制定についての説明を終了いたします。 

議  長   説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声） 

ご質疑がありませんので、質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ちに

採決したいと思いますがご異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。 

議案第３３号 専決処分の承認を求めることについて（町税条例の一

部を改正する条例）は、原案のとおり承認することにご異議ありません

か。 

（なしの声） 

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり承認することに決

定いたしました。 

●日程６ 議案第３４号 専決処分の承認を求めることについて（南

幌町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）を議題といたします。 
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理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長   只今上程を頂きました議案第３４号 専決処分の承認を求めること

につきましては、地方税法の改正に伴い、南幌町国民健康保険税条例の

一部を改正する必要があるため本案を提案するものであります。詳細に

つきましては住民課長が説明いたしますので、ご承認賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。 

議  長   内容の説明を求めます。住民課長。 

住民課長   それでは、平成２４年４月１日に専決処分いたしました南幌町国民健

康保険税条例の一部を改正する条例の内容の説明をいたします。今回の

改正は、先ほどの町税条例の改正内容にもございました地方税法の改正

により、災害により被災した居住用財産の敷地に係る譲渡期限の延長の

特例の規定でございます。所有期間１０年を超える居住用財産を譲渡し

た場合の長期譲渡所得に係る課税の特例については、現行制度では災害

により居住用家屋が滅失した場合においては、その敷地であった土地を

災害があった日から３年後の年末までの間に譲渡した時に限り、居住用

財産を譲渡したものとして課税の特例を適用することとされておりま

したが、この度の東日本大震災の被災者支援のため、東日本大震災によ

り居住用家屋が滅失した場合には、その居住用家屋の敷地に係る譲渡期

限を東日本大震災があった日から７年後の年末までの間に延長された

ことによるものでございます。 

別途配布しております議案第３４号資料、南幌町国民健康保険税条例

の一部を改正する条例の新旧対照表をご覧いただきたいと思います。左

側が改正後の新、右側が改正前の旧、アンダーライン部分が改正部分で

ございます。改正前の附則、第５項中、第３６条の次に改正後、「（東

日本大震災の被災者に係る国税関係法律の臨時特例に関する法律（平成

２３年法律第２９号）第１１条の６第１項の規定により適用される場合

を含む。）」を加え、改正前の同項中、「同法」を改正後「租税特別措置

法」に改めるものでございます。附則として、この条例は、平成２４年

４月１日から施行する。以上で説明を終わります。 

議  長   説明を終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声） 

ご質疑がありませんので質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ちに

採決したいと思いますがご異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。議案第３４号 専決処分の承認を求めるこ

とについて（南幌町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）は、原

案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

（なしの声） 

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり承認することに決

定いたしました。 

●日程７ 議案第３５号 平成２４年度南幌町下水道事業特別会計



 １１

補正予算（第１号）についてを議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。町長。 

町  長   只今上程を頂きました議案第３５号 平成２４年度南幌町下水道事

業特別会計補正予算（第１号）につきましては、江別太遊水地に伴う本

管移設工事費の追加が主な理由であります。その結果、既定の歳入歳出

予算の総額に歳入歳出それぞれ３億７，０００万円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ６億３，３９５万１，０００円とするも

のであります。詳細につきましては都市整備課参事が説明いたしますの

で、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長   内容の説明を求めます。都市整備課参事。 

都市整備課参事   それでは、議案第３５号の説明を申し上げます。議案第３５号 平成

２４年度南幌町下水道事業特別会計補正予算（第１号）、初めに歳出か

ら説明を申し上げます。８ページをお開きください。１款下水道事業費

１項３目建設費、補正額３億７，０００万円の追加でございます。１５

節工事請負費３億７，０００万円の追加でございます。南幌町公共下水

道汚水管渠（汚水Ⅰ－１号幹線）移設工事でございます。平成２３年度

に江別市遊水地建設に伴います下水道管渠移設に関しました補償実施

設計業務が完了し概算工事費が確定したことから、本工事発注に向け予

算計上を行うものでございます。なお、詳細な本工事は現在、札幌開発

建設部と協議中であり概算工事費となっております。工事概要は、南幌

市街地から晩翠汚水中継ポンプ場を経まして、江別市浄化センターに通

水しているルートの一部でございます道道江別長沼線西１３号道路南

５線から６線間の約５５０メートルに敷設しております鋳鉄管、径で申

し上げますと６００ミリ圧送管を、江別市遊水地周辺提を迂回するルー

トに変更することといたしまして、管種、管径を今後の計画人口などを

考慮し、ポリエチレン管、径３５０ミリに変更いたしまして延長を約１，

９５０メートルとするものでございます。工期は、本年１１月末日を予

定しております。 

以上で歳出の説明を終わり、歳入の説明を申し上げます。前のページ、

７ページをお開きください。５款諸収入２項１目雑入、補正額３億７，

０００万円の追加でございます。１節雑入３億７，０００万円の追加で

ございます。南幌町公共下水道（汚水Ⅰ－１号幹線）移設補償費３億７，

０００万円の追加でございます。歳出１５節の工事請負費でご説明申し

上げました補償移設工事に要します費用の全額を国より補償金として

受けるために計上するものでございます。 

以上で、歳入歳出それぞれ３億７，０００万円を追加し、歳入歳出そ

れぞれを６億３，３９５万１，０００円とするものでございます。以上

で下水道事業特別会計補正予算（第１号）についての説明を終わらせて

いただきます。 

議  長   説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

４番 本間 秀正議員。 

本間議員   今、圧送管の関係、６００ミリから３５０ミリに変更というお話しを
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聞いたんですけども、３５０ミリにした場合、南幌町の市街地における

人口がどのぐらいまで耐えられるのか。それと、今現在６００ミリをポ

リ管にすることによって流れがよくなるのか、その辺の説明をもう一度

お願いしたいと思います。 

議  長   都市整備課参事。 

都市整備課参事   計画人口を推計し直して、ということでご説明を申し上げました。計

画人口につきましては、一昨年策定いたしました総合計画並びに都市計

画マスタープランに基づきました市街地内人口に対応する分で人口想

定をしております。それにより汚水総水量が少なくなるといったような

ことでの関係の縮小でございます。ポリエチレン管につきましての流速

の関係につきましては、管種によりますと若干、管の粗い面、滑らかな

面ということで影響はございますけれども、あくまでも圧送管でござい

ますので、ポンプ能力の方がどちらかというと重要な点になりまして、

ポンプ能力につきましては現在のポンプ能力でいけるのかなといった

ようなことを踏まえまして、計画人口による汚水総水量で比較しまして、

３５０ミリに絞らせていただくといったようなことで計画をいたしま

した。以上でございます。 

議  長   ほかにありませんか。 

（なしの声） 

ご質疑がありませんので質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ちに

採決したいと思いますがご異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。議案第３５号 平成２４年度南幌町下水道

事業特別会計補正予算（第１号）については、原案のとおり可決するこ

とにご異議ありませんか。 

（なしの声） 

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決

定いたしました。 

●日程８ 議案第３６号 財産の取得について（通学バス）を議題と

いたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。 

町  長   只今上程を頂きました議案第３６号 財産の取得につきましては、通

学バス購入に当たり過日入札を執行したところであります。契約の内容

につきましては生涯学習課長が説明いたしますので、よろしくご審議賜

りますようお願い申し上げます。 

議  長   内容の説明を求めます。生涯学習課長。 

生涯学習課長   議案第３６号 財産の取得についてご説明を申し上げます。１契約の

目的、通学バス購入業務。２取得する物件、自家用送迎バス１台。運転

席を除いて４９人乗りでございます。３契約の方法、指名競争入札によ

る。４契約金額、金２，２９９万３，３４０円、消費税及び地方消費税

の額込みでございます。５契約の相手方、札幌市白石区中央２条１丁目
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１－９３、三菱ふそうトラック・バス株式会社北海道ふそう札幌東支店

支店長古川剛。４月２７日に３社の参加にて入札を執行したものでござ

います。参考といたしまして、納期、契約締結日より平成２４年８月３

１日まで。以上で、議案第３６号の説明を終わります。 

議  長   説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

５番 石川 康弘議員。 

石川議員   今回の財産の取得ですけども、当初の予算の中でも説明があったんで

すけども、予算では２台購入するというふうな話であったかと思うんで

すけども、今回１台ということは、もう１台いつ頃入れる予定なのかお

伺いいたします。 

それと、今、スクールバス３台走っていますけども、今回のこのバス

は何号車というのですか、しらかばだとかさくらだとかありますけども、

そのバス、何の後釜として利用されるのかお伺いします。 

それと、その下ろすバスは今何年ぐらい乗っていて、走行はどれぐら

いされていたのか、その辺りもお伺いしたいと思います。 

それと、今、今年４月から夕張太の地域に朝だけ、別なバスで１台走

らせていますけども、そういう態勢というのは、これからいつぐらいま

で続けられるのか、それに向けて新規にバスを購入するとかそんな考え

というのは、どんな形で捉えているのかその辺りもお伺いします。 

議  長   生涯学習課長。 

生涯学習課長   それでは、今頂きました質問でございますけども、まず、スクールバ

スの現在の状況についてご説明を申し上げます。現在、町の所有してい

るスクールバスは３台でございまして、１つはしらかば号、平成２年車

でございます。もう１台につきましてはつばめ号で、平成４年車でござ

います。この２台とも走行距離は４０万キロに達してございます。３台

目はさくら号で平成６年車、約３５万キロを走行してございます。それ

と、この度統合に伴いまして児童通学バスを利用する児童生徒が増える

ということで、民間の特別便を借り上げてございます。この対象児童に

つきましては、旧夕張太小方面の児童、それと市街地の一部児童でござ

います。この度購入をしようとしているバスにつきましては、この民間

借上げバス、立ち乗り乗車を解消するための手当でございます。今後に

つきましては、本年もう１台で購入を予定してございます。もう１台に

つきましては、文部科学省の補助事業を見込んでおりますことから、補

助事業の補助決定がされるであろう本年の７月から８月頃にかけまし

て入札を執行したいというように考えてございます。 

この後につきましては、スクールバス、老朽化しているバスもありま

すことから、平成２６年度までは４台体制を維持しまして、その後、平

成２７年には子どもたちの乗車人数が減少することから、現在のつばめ

号、平成４年車を廃車しまして３台体制とします。また、平成２８年に

は最後に残っております平成６年の現さくら号につきまして更新をし

まして、最終的には平成２８年度までの５年間に３台を新規購入して、

スクールバスに係ります一定の体制整備を終えたいというように考え
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てございます。以上でございます。 

議  長   ほかにありませんか。 

 （なしの声） 

ご質疑がありませんので質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ちに

採決したいと思いますがご異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。議案第３６号 財産の取得について（通学

バス）は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（なしの声） 

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決

定いたしました。 

●日程９ 議案第３７号 財産の取得について（全身用Ｘ線ＣＴ装

置）を議題といたします。 

理事者より提案理由の説明を求めます。 

町  長   只今上程を頂きました議案第３７号 財産の取得につきましては、全

身用Ｘ線ＣＴ装置購入に当たり過日入札を執行したところであります。

契約の内容につきましては病院事務長が説明いたしますので、よろしく

ご審議賜りますようお願い申し上げます。 

議  長   内容の説明を求めます。病院事務長。 

病院事務長   それでは、議案第３７号 財産の取得についてご説明申し上げます。

１契約の目的でございますが、全身用Ｘ線ＣＴ装置購入業務でございま

す。２取得する物件でございますが、全身用Ｘ線ＣＴ装置一式でござい

ます。現在使用しているＸ線ＣＴにつきましては、平成８年に導入した

ものでございます。また、ＣＴ１回転で１枚の輪切りの画像ができる装

置となっておりますが、今回取得する機器につきましては、１回転で１

６枚の輪切り画像が撮影できる機器でございます。続いて、３契約の方

法、指名競争入札によるものでございます。４月２７日に実施したとこ

ろでございます。入札参加業者は４社でございます。４契約金額、２，

５７２万５，０００円、うち消費税及び地方消費税の額１２２万５，０

００円でございます。５契約の相手方でございますが、札幌市中央区北

５条西１３丁目、株式会社常光札幌支店支店長畝重英治でございます。

参考といたしまして、納期は、契約締結日より平成２４年６月３０日ま

ででございます。以上で説明を終わります。 

議  長   説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

（なしの声） 

ご質疑がありませんので質疑を終結いたします。 

お諮りいたします。本案につきましてはこの際討論を省略し、直ちに

採決したいと思いますがご異議ありませんか。 

（なしの声） 

それでは採決いたします。議案第３７号 財産の取得について（全身

用Ｘ線ＣＴ装置）は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
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（なしの声） 

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決

定いたしました。 

以上で本臨時会に提案されました全ての議案審議が終了いたしまし

た。只今をもって閉会いたしたいと思いますがご異議ありませんか。 

 （なしの声） 

 ご異議なしと認めます。よって本臨時会は只今をもって閉会いたしま

す。 

 どうもご苦労様でした。 

（午前１０時２８分） 
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